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　これまでに8回の開催を数えてきた○○○○○○○○○○○○○○○○であるが，従来までは主にヨーロッパと北○○○○○○○○で開催されてきた．周知のとおり，○○○○○○○○ミュレータの開発研究は日本においてもきわめて盛んであり，○○○○○○○○中国といったアジア○○○○○○○○においても○○○○○○○○加速○○○○○○○○を進めている．そのような○○○○○○○○までの日程で開○○○○○○○○として○○○○○○○○が開催された．○○○○○○○○研究所はその○○○○○○○○であり，各分野において常に活発な研究活動を進める○○○○○○○○研究機関である．また，○○○○○○○○8月に秋葉原からの○○○○○○○○により，利便性が高まったこ○○○○○○○○とで多くの○○○○○○○○今後強まっ○○○○○○○○とが予想される．○○○○○○○○ても，様々な国籍を有する研究者が150人以上集まった．○○○○○○○○○○○○○○○○第一研究報告，第二に筑波地区におけるドライビングを見学するツアー，第三に地区におけるドラ○○○○○○○○イビングを見学するツアー，○○○○○○○○そして第四に各企業からの○○○○○○○○デモンストレーションである．○○○○○○○○初めの二日間で行われ，第三の○○○○○○○○セクションは最終日に○○○○○○○○移動した上で開催された．特にセキュリティの問題などから○○○○○○○○国内外の研究者に多く見られた．

　第一のセクションである研究報告は○○○○○○○○に関する多様な研究報告が43件見られた（うち2件程度はキャンセルされた）．セッションは14に分けられ，その内容は以下のとおりである．会場はふたつのフロアにわけられ，それぞれのセッションはパラレルに進行された．
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図 1  学会状況
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　本会議で報告された知見は今後の○○○○○○○○大きな貢献をして○○○○○○○○いくと，また，きわめ○○○○○○○○て多くの研究に○○○○○○○○耐えうる環境を○○○○○○○○実現するために研究を進めており，今後の発展○○○○○○○○ところである．筆者は○○○○○○○○開発が専門ではなく，○○○○○○○○研究を進めるいわばユーザーの立場であるが，より精緻で効果的な研究を目指すためには，効率的かつ○○○○○○○○対して求めている．そのような意味では○○○○○○○○ぞれが○○○○○○○○この分野の研究の○○○○○○○○じた．また，研究報告とは別に，○○○○○○○○の発展に関係して，“○○○○○○○○ Japan”というタイトルで○○○○○○○○大変興味深い招待講演が行われた．

　第二のセクションで見学のツアーであるが，第一日目にはあるある○○○○○○○○，第二日目には，ある○○○○○○○○ツアーが行われた．今回のツアーはいずれも国外からの研究者をメインとして行われたため，○○○○○○○○筆者は○○○○○○○○のみに参加した．○○○○○○○○バスで十数分程度に位置しており，見学では大型でマニピュレータにより○○○○○○○○を有する一台と，○○○○○○○○で投影する一台を見学することができた．時間の都合か○○○○○○○○はかなわなかったが，○○○○○○○○性格の異なるものであり，それゆえに○○○○○○○○研究への適用範囲は幅広いものとなると考えられる．

　第三のセクションである○○○○○○○○の見学については，大変残念ではあるが，筆者は都合により参加できなかったために報告することはできない．資料によれば，○○○○○○○○○○○○○○を見学する魅力的なツアーであった．
　第四のセクションは○○○○○○○○に関係する企業によるブースである．○○○○○○○○などによって効果的なデモンストレーションが行われ，活発な様相であった．

　今秋○○○○○○○○にはパリで○○○○○○○○が開かれるとのことである○○○○○○○○での今後の開催は現段階で未定であるようだが，継続的な開催を期待してやまない．
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